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　ジェンダーとは「女らしさ、男らしさ」、「女の役割、男の役割」といった
社会的・文化的に形成された性別のことです。
　ジェンダーにとらわれないということは、性別にかかわりなく持っている可
能性や自分らしさを発揮すること、そして多様な生き方を認め合うことです。
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どのような職種でも女性、男性の区別
なく働いている姿を表現するようにし
ましょう。

文化祭

文化祭

家事や育児は女性がするものと性別役
割分担を固定化することなく、女性も
男性も家事や育児に関わっていること
がわかるように表現しましょう。
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「炎上」繰り返す自治体広報
　自治体のＰＲ動画やイベントポスターなどで、男女の描かれ方や過度に性
的な「萌えキャラ」等が問題となり、動画の公開中止やポスターの作り直し
になる事態が生じています。
　問題となっている表現は、女性を性的対象物として描いたり、これまでの
固定的な性別役割分担にとらわれた表現への批判です。
　注目してもらうために、感性に訴える表現は必要です。しかし、見る人が
不快になるような表現にしないためには、人権への理解を深め、男女共同参
画の視点に立った表現をすることが一層重要となっています。

②公的資格の名称変更

　主に女性が就いていた職業に男性も就くようになり、保育士、保健
師、看護師等の名称が登場し、現在では、両性に使用できる名称に変
更されました。
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③

　民間メディアの自主的基準には「性別、職業、身分、地位、境
遇、・・・（略）・・・について、差別の観念を表す言葉、言い回し
は使わない。（略）使う側に差別意識がなくても、当事者にとっては
重大な侮辱、精神的な苦痛や、差別、いじめにつながることがある。
使われた側の立場になって考えることが重要だ。」とあります。
　また、性差別については、「女性を特別視する表現や、男性側に対
語のない女性表現は原則として使わない。性別を理由にした社会的、
制度的な差別につながらないよう注意する。」としています。

「故○○氏（さん）の妻、○○夫人、
○○さん」などと具体的に表記し、一般的
には「夫を亡くした女性」などとする

【女性を殊更に強調、特別扱いする不適切表現】
　女傑、女丈夫、男勝り、女だてらに、女の戦い、職場の花、
　才媛、才女、才色兼備
【男性優位社会などを背景にした不適切表現】
　女・男のくせに、夫唱婦随、女は愛嬌男は度胸、女の浅知恵、
　女々しい、女の腐ったような

「記者ハンドブック」(2016年３月第13版)から一部抜粋
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